
第157号 け や き 令和 8 年 ８ 月 発行

1

東大和市 シルバー人材センター広報誌
公益社団法人

     〒 207-0015 東大和市中央3-912-3
電話 042-565-0531 FAX 042-566-2308 https://webc.sjc.ne.jp/h-yamato/index

けやき

目

次

◆
令
和
8
年
度
定
時
総
会
開
催
・
・
2

◆
会
長
挨
拶

  

◆
副
会
長
挨
拶

・
・
・
3

◆
新
理
事
の
紹
介

◆
常
務
理
事
兼
事
務
局
長
挨
拶

◆
新
役
員
体
制

◆
役
員
表
彰

◆
会
員
表
彰

    

・
・
・
4

◆
各
委
員
会
報
告

◆
職
場
訪
問

・
・
・
5

◆
健
康
促
進
事
業

・
・
・
6

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
実
施
報
告

◆
お
し
ゃ
べ
り
広
場

・
・
・
7

◆
今
後
の
予
定

・
・
・
8

◆
就
業
相
談
日 

日
程
表

◆
熱
中
症
対
策
の
強
化

正会員数

(７月１日現在)

男性 401名

女性 172名

合計 573名

理事・監事による
安全就業パトロール



第157号 け や き  令和 8 年 ８ 月 発行

2

令
和
8
年
度定

時
総
会
開
催

東大和市議会
議長 中村庄一郎 様

会長 峯 信夫名 誉 会 長
東大和市長 和地仁美 様

令
和
８
年
６
月
23
日
（
火
）
午
後

１
時
よ
り
ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
令
和
８
年
度
定
時
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

会
員
数

５
７
１
名
の
内
、
出
席

者
総
数
４
３
７
名
、
内
訳
は
、
会
場

出
席
者
５
６
名
、
委
任
状
提
出
者
３

６
５
名
、
議
決
権
行
使
書
提
出
者
1

６
名
で
し
た
。

当
日
は
、
名
誉
会
長
・
東
大
和
市

長

和
地
仁
美
様
、
東
大
和
市
議
会

議
長

中
村
庄
一
郎
様
、
東
大
和
市

議
会
厚
生
文
教
委
員
会
委
員
長

佐

竹
康
彦
様
、
東
大
和
市
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
連
合
会
会
長

山
口
晃
一
様
の
ご

臨
席
を
賜
り
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
峯
信
夫
会
長
か
ら
挨

拶
を
申
し
上
げ
、
続
い
て
、
名
誉
会

長
（
市
長
）
、
東
大
和
市
議
会
議
長

の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
市
議
会
厚

生
文
教
委
員
会
委
員
長
、
及
び
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
の
ご
紹
介
を

い
た
し
ま
し
た
。

総
会
は
、
会
長
が
仮
議
長
に
就
任

し
た
の
ち
、
定
足
数
を
確
認
し
、
議

長
に
峯
会
長
を
選
任
し
た
う
え
で
、

議
事
進
行
に
入
り
ま
し
た
。

議

事

一
、
報
告
事
項

①
第
１
号
報
告

公
益
社
団
法
人
東
大
和
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
令
和

8
年
３
月
31
日
ま
で
の
事
業
報

告
の
件

二
、
決
議
事
項

①
第
１
号
議
案

公
益
社
団
法
人
東
大
和
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
令
和

8
年
３
月
31
日
ま
で
の
計
算
書

類
等
の
承
認
の
件

②
第
２
号
議
案

公
益
社
団
法
人
東
大
和
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

定
款
の
変
更
の
件

③
第
３
号
議
案

公
益
社
団
法
人
東
大
和
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
費
規
定
の
一
部
改
正
の
件

④
第
４
号
議
案

公
益
社
団
法
人
東
大
和
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

理
事
３
名
の
選
任
の
件

議
事
は
、
下
記
の
案
件
に
つ
い
て

進
め
ら
れ
、
４
件
の
決
議
案
件
に
つ

い
て
、
原
案
ど
お
り
、
承
認
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

会
長 

挨 

拶
峯

信

夫

本
年
も
6
月
23
日
、
ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル

に
お
い
て
令
和
8
年
度
定
時
総
会
を
無
事

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
会
員
、
役
員
並
び

に
事
務
局
職
員
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
、
ご
尽
力
の
賜
物
と
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 

ま
た
、
ご
来
賓
と
し
て
東
大
和
市
長
、

市
議
会
議
長
、
厚
生
文
教
委
員
長
、
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
に
ご
臨
席
い
た
だ

き
、
ご
祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

当
セ
ン
タ
ー
は
、
「
自
主
・
自
立
」

「
共
働
・
共
助
」
の
理
念
の
も
と
、
会
員

相
互
の
支
え
合
い
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て

い
ま
す
。 

近
年
は
猛
暑
・
酷
暑
が
常
態
化
し
て
お

り
、
安
全
就
業
を
最
優
先
に
事
故
防
止
と

健
康
管
理
の
徹
底
に
努
め
て
め
て
ま
い
り

ま
す
。 

ま
た
、
社
会
情
勢
の
変
化
を
見
据
え
な

が
ら
会
員
の
増
強
と
資
質
向
上
に
取
り
組

み
、
セ
ン
タ
ー
の
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。 

今
後
と
も
、
皆
様
の
安
全
と
ご
健
勝
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
一
層

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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新 

役 

員 

体 

制

西
永

宣
昭

令
和
８
年
度
定
時
総
会
に
お
い
て
、

新
た
に
３
名
の
理
事
（※

）
が
承
認
さ

れ
、
新
役
員
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

【
右
上
】

佐
藤

光
一

【
後
列
】

※

木
川

正

福
田

一
彦

小
林
巳
喜
雄

村
瀬

達
海

窪
田

進

※

加
藤

泰
正

副
会
長
挨
拶
【
新
任
】

６
月
の
定
時
総
会
後
の
臨
時
理
事
会

に
お
い
て
、
前
任
の
窪
田
副
会
長
の
後

任
と
し
て
、
副
会
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま

し
た
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
「
自
主
・
自  

立
、
共
働
・
共
助
」
の
理
念
に
基
づ
き
、

現
場
の
安
全
と
会
員
の
健
康
維
持
を
第

一
に
、
生
き
が
い
の
あ
る
「
場
づ
く
り
」

醸
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

女
性
会
員
の
増
強
、
就
業
機
会
の
確
保

、
組
織
の
活
性
化
な
ど
、
課
題
は
山
積

し
て
お
り
ま
す
が
、
役
職
員
や
会
員
の

皆
様
と
力
合
わ
せ
て
、
一
つ
ひ
と
つ
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
今
年
も
暑
く
長
い
夏
に
な
り

そ
う
で
す
。
熱
中
症
予
防
に
心
が
け
て

健
康
で
元
気
な
生
活
を
過
ご
さ
れ
ま
す

よ
う
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

常
務
理
事
兼

事
務
局
長
挨
拶

こ
の
た
び
事
務
局
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
。
ま
だ
慣
れ
な
い
こ
と
も

多
く
、
日
々
学
び
な
が
ら
業
務
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
と
の
信
頼
関
係
を
大

切
に
し
、
公
平
・
公
正
か
つ
誠
実
な

事
務
局
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

よ
り
良
い
セ
ン
タ
ー
運
営
に
向
け
て

力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
ご
指
導
、
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

星
野

宏
徳

役 

員 

表 

彰

セ
ン
タ
ー
役
員
を
継
続
し
て
３
年
以
上

在
任
し
た
も
の
の
う
ち
退
任
し
た
方
。

島
井

赳 

様

令
和
８
年
度
定
期
総
会
に
お
い
て
理

事
を
辞
任
さ
れ
た
田
中
雅
城
氏
の
後

新
理
事
の
紹
介任

と
し
て
、
木

川
正
氏
が
選
任

さ
れ
、
第
３
地

区
を
担
当
し
ま

す
。

【
前
列
】

大
石

英
代

内
田

泉

西
永

宜
昭

峯

信
夫

※

星
野

宏
徳

原

磨
樹
子
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平
成
28
年
４
月
か
ら
令
和
８
年
３

月
の
10
年
間
に
70
％
以
上
就
業
さ
れ

た
26
名
の
方
（
敬
称
略
・
入
会
順
）

種
村

悦
明

内
田

孝
治

市
川

純

林

和
代

倉
根

の
り
子

井
出

治
子

秋
山

吉
行

荒
井

定
男

関

勝

髙
田

由
美
子

石
川

環

村
林

惠
子

髙
橋

照
美

荒
金

昌
晴

早
間

健
三

大
野

光
子

木
村

和
彦

若
林

亮
治

波
多
野

新
次

小
村

弘
美

増
田

節
男

井
上

カ
ク
子

岸

厚

小
池

豊
彦

伊
藤

辰
弘

大
内

巧

令
和
８
年
３
月
現
在
、
そ
れ
以
前

に
５
年
間
継
続
し
て
就
業
さ
れ
た
年

齢
80
歳
以
上
の
19
名
の
方
（
敬
称

略
・
入
会
順
）

立
石

孝
義

近
藤

昇

小
林

広
利

木
村

晴
美

辻

政
勝

横
井

勇

川
田

敏
夫

窪
田

泰
男

大
石

省
司

渥
美

英
男

長
瀬

久
子

進
藤

藤
男

髙
城

良
隆

川
本

猛

有
賀

喜
子

髙
橋

忠
行

森
田

節
子

渡
辺

秀
司

西
崎

隆
憲

会

員

表

彰

10年間で70％以上就業された方々

５年間継続して就業された80歳以上の方々

総
務
委
員
会

委
員
長

西
永

宣
昭

令
和
8
年
度
の
総
務
委
員
会
は
、
５

月
29
日
（
金
）
に
「
故
𠮷
岡
堅
二
画
伯

の
旧
邸
を
訪
ね
る
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
か
ら
活
動
を
始
め
ま
し

た
。
参
加
者
は
22
名
で
、
気
温
が
上
が

る
中
「
東
大
和
観
光
ガ
イ
ド
の
会
」
の

協
力
の
も
と
、
会
員
同
士
の
交
流
も
か

ね
て
楽
し
く
元
気
に
完
歩
し
ま
し
た
。

次
回
は
市
北
西
部
で
来
年
5
月
に
実
施

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
紹
介
＆
会

員
作
品
展
」
を
10
月
13
日
（
火
）
よ
り

16
日
（
金
）
迄
開
催
し
ま
す
。

こ
の
期
間
は
、
市
民
文
化
祭
の
開
催

も
あ
り
、
文
化
の
秋
に
マ
ッ
チ
し
た
作

品
展
＆
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
宣

伝
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

女
性
活
躍
事
業
準
備
会
で
は
、
10
月

8
日
（
木
）
に
第
三
回
目
の
「
大
人
女

性
の
た
め
の
美
容
教
室
」
を
開
催
し
ま

す
。
ま
た
、
11
月
下
旬
に
は
日
野
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
「
フ
レ
イ
ル

予
防
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
、
当
セ
ン

タ
ー
で
の
事
業
開
拓
に
つ
な
げ
る
予
定

で
す
。

現
在
、
総
務
委
員
会
で
は
、
社
会
の

流
れ
を
踏
ま
え
、
事
業
委
員
会
と
も
連

携
し
て
「
組
織
の
活
性
化
」
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

事
業
委
員
会

委
員
長

小
林
巳
喜
雄

今
年
度
は
、
次
の
項
目
に
つ
い
て
重

点
的
に
活
動
中
で
す
。

①
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
と
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

会
員
専
用
サ
イ
ト
「Smile to 

Smile

」
に
つ
い
て
、
未
登
録
の
方
や
使

用
方
法
の
分
か
ら
な
い
会
員
を
対
象
と

し
た
講
習
会
の
開
催
を
検
討
し
て
お
り

ま
す
。

令
和
8
年
5
月
よ
り
、
配
分
金
明
細

が
「Smile to Smile

」
に
て
確
認
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
閲
覧

方
法
の
分
か
ら
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
講
習

会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

・
会
員
専
用
サ
イ
ト
「Smile to S

mile

」
を
利
用
し
て
、
紙
の
配
布
資

料
の
削
減
（
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
）
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

②
接
遇
研
修
会
は
内
容
や
方
法
を
変
え

て
開
催
し
ま
す
。

・
新
入
会
員
に
対
し
て
は
、
新
入
会
員

研
修
会
の
中
で
時
間
を
設
け
、
就
業

す
る
際
の
接
遇
の
重
要
性
を
説
明
し

て
い
き
ま
す
。

・
既
存
の
就
業
会
員
に
対
し
て
、
従
来

の
接
遇
研
修
で
は
な
く
、
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
防
止
の
研
修
会
の
開
催
を
検
討

し
て
お
り
ま
す
。

③
就
業
相
談
は
例
年
ど
お
り
行
っ
て
い

き
ま
す
。

以
上
、
会
員
及
び
役
員
の
皆
様
の
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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広
報
委
員
会

安
全
管
理
委
員
会

委
員
長

西
永

宣
昭

「
安
全
第
一
」
を
重
点
目
標
に
掲
げ
、

現
場
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
、
安

全
の
啓
蒙
と
情
報
の
共
有
、
Ｋ
Ｙ
活
動

の
実
践
を
行
い
ま
す
。

◎
そ
の
た
め
の
具
体
的
な
事
業
項
目

①
健
康
診
断
受
診
調
査

労
働
安
全
衛
生
法
で
義
務
づ
け
ら

れ
た
健
康
診
断
の
受
診
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。
多
く
の
会
員
が
、
食
生

活
、
運
動
、
十
分
な
睡
眠
等
生
活
リ

ズ
ム
に
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

②
安
全
就
業
パ
ト
ロ
ー
ル

安
全
管
理
委
員
会
と
役
員
に
よ
る

パ
ト
ロ
ー
ル
を
重
点
職
群
の
植
木
班
、

除
草
班
を
中
心
に
実
施
し
ま
す
。
安

全
就
業
基
準
に
基
づ
く
点
検
を
通
じ

て
現
場
の
安
全
確
認
を
行
い
ま
す
。

③
安
全
だ
よ
り
の
発
行

安
全
の
啓
蒙
と
情
報
の
共
有
を
図

る
た
め
「
安
全
だ
よ
り
」
を
発
行
し

ま
す
。

④
熱
中
症
予
防
講
習
会

大
塚
製
薬
様
の
ご
協
力
で
暑
熱
順

化
に
適
し
た
５
月
に
講
習
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
高
齢
者
に
と
っ
て
有
効

な
予
防
と
対
策
を
学
び
ま
し
た
。
ま

た
、
安
全
グ
ッ
ズ
を
早
め
に
配
布
し

ま
し
た
。

⑤
そ
の
他
、
自
転
車
安
全
利
用
講
習
会
、

応
急
救
護
訓
練
、
転
倒
予
防
講
習
会

等
盛
り
だ
く
さ
ん
の
安
全
に
関
す
る

事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

委
員
長

福
田

一
彦

今
年
度
の
活
動
状
況
を
紹
介
し
ま
す
。

①
広
報
誌
「
け
や
き
第
１
５
７
号
」
を

発
行
し
ま
し
た
。

な
お
、
６
月
23
日(
金)
開
催
の
総

会
記
事
を
掲
載
す
る
こ
と
か
ら
一
か

月
延
期
し
て
の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
掲
載
記
事
は…

⒜
６
月
23
日(

火)

開
催
「
令
和
8
年
度

定
時
総
会
」
の
議
事
報
告
、
各
挨
拶

及
び
新
役
員
体
制
並
び
に
会
員
表
彰

に
つ
い
て
記
載
し
ま
し
た
。

⒝
各
委
員
会
報
告
、
職
場
訪
問
及
び
、

５
月
29
日(

金)

開
催
健
康
促
進
事
業 

 

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
の
報
告
。

⒞
お
し
ゃ
べ
り
広
場
及
び
情
報
提
供
を

記
載
。

②
社
会
福
祉
協
議
会
主
催｢

福
祉
祭｣

に
、

本
年
度
も
参
加
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。

【
日
程
】
11
月
15
日
（
日
）

【
会
場
】
中
央
公
民
館
及
び
市
役
所

中
庭
等

※

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
回
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
（
道
路
美
化

清
掃
）
に
つ
き
ま
し
て
は
、
10
月
の

実
施
で
計
画
し
て
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

広
報
委
員
会

内
田
孝
治

「
ダ
ン
プ
収
集
業
務
」

７
月
２
日
に
、
セ
ン
タ
ー
で
委
託
を

受
け
て
い
る
除
草
や
植
木
剪
定
作
業
か

ら
出
た
ご
み
を
、
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
で

回
収
し
、
処
分
場
ま
で
運
搬
す
る
仕
事

に
就
い
て
い
る
、
吉
澤
幸
一
会
員
に
お

話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
６
月
・
７
月

・
９
月
は
、
と
て
も
忙
し
い
時
期
と
の

こ
と
で
し
た
。

「
業
務
の
流
れ
は
？
」

事
務
局
担
当
か
ら
除
草
班
・
植
木
班

の
「
ダ
ン
プ
予
約
票
」
が
渡
さ
れ
、
予

約
日
、
時
間
、
収
集
場
所
に
基
づ
き
作

業
を
行
う
。

「
人
数
と
開
始
時
間
等
は
？
」

ダ
ン
プ
（
２
ト
ン
車
）
業
務
は
、
２

名
１
チ
ー
ム
で
、
開
始
は
午
前
９
時
か

ら
午
後
４
時
が
目
安
。
開
始
前
に
は
、

安
全
点
検
と
酒
気
帯
び
確
認
検
査
を
毎

回
行
い
、
ル
ー
ト
確
認
し
た
後
に
作
業

開
始
で
す
。
ダ
ン
プ
２
台
の
う
ち
１
台

は
、
収
集
日
に
少
量
の
場
合
に
積
置
き

し
、
後
日
ま
と
め
て
の
処
理
し
ま
す
。

「
積
込
み
は
２
人
で
行
う
の
で
す
か
？
」

除
草
班
の
場
合
は
、
収
集
袋
が
現
場

に
置
い
て
あ
り
、
そ
の
場
所
に
向
か
い

収
集
し
ま
す
。
植
木
班
の
場
合
は
、
ダ

ン
プ
へ
の
積
込
み
の
時
間
短
縮
等
の
た

め
、
植
木
班
と
の
連
携
で
一
緒
に
積
込

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
雑
草
や
剪
定
枝
の
行
方
は
？
」

植
木
等
の
剪
定
枝
は
、
武
蔵
村
山
市

に
あ
る
民
間
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
に
、
除

草
班
の
雑
草
は
、
清
瀬
市
に
あ
る
民
間

リ
サ
イ
ク
ル
施
設
で
処
理
し
ま
す
。
た

だ
し
、
剪
定
枝
の
場
合
は
、
葉
っ
ぱ
付

き
や
竹
等
、
雑
草
で
は
、
脂
分
の
あ
る

葉
っ
ぱ
類
は
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
い
の

で
、
搬
入
検
査
で
持
帰
り
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

「
ダ
ン
プ
業
務
で
や
り
が
い
に
思
う
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
？
」

除
草
・
植
木
班
が
作
業
し
、
後
片
付

け
が
終
わ
っ
た
後
に
、
き
れ
い
に
な
っ

た
様
子
を
見
た
依
頼
者
か
ら
、
「
き
れ

い
な
っ
て
本
当
に
嬉
し
い
で
す
。
」
の

言
葉
に
仕
事
の
や
り
が
い
を
感
じ
ま
し

た
。

職

場

訪

問
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総
務
委
員
会
委
員
長

西
永
宣
昭

令
和
８
年
５
月
29
日
（
金
）
「
日
本

画
家
・
故
吉
岡
堅
二
画
伯
の
旧
宅
一
般

公
開
」
に
合
わ
せ
て
、
「
旧
吉
岡
家
住

宅
を
訪
れ
る
」
を
テ
ー
マ
に
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
参
加
者
22
名
で
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
朝
か
ら
気
温
が
上
昇
し
、
熱

中
症
の
発
症
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

幸
い
な
こ
と
に
時
々
吹
く
風
に
終
始
、

助
け
ら
れ
ま
し
た
。

 

和
地
市
長
と
峯
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、

軽
快
な
体
操
の
後
「
東
大
和
観
光
ガ
イ

ド
の
会
」
の
皆
さ
ん
を
先
頭
に
ウ
ォ
ー

ク
と
ガ
イ
ド
の
説
明
も
ス
タ
ー
ト
。

ま
ず
、
Ｊ
Ａ
仲
原
支
店
横
の
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
「
き
つ
ね
の
嫁
ど
り
」
に
到
着
。

昔
々
、
村
に
電
灯
が
な
か
っ
た
頃
、
狭

山
丘
陵
の
尾
根
を
、
ま
る
で
嫁
ど
り
の

提
灯
行
列
の
よ
う
な
明
か
り
が
ぽ
ー
っ

と
見
え
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

続
い
て
仲
原
緑
道
に
入
る
と
色
と
り

ど
り
の
紫
陽
の
散
歩
道
。
参
加
者
は
、

和
気
藹
々
と
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
上

仲
原
公
園
に
進
み
ま
す
。

上
仲
原
公
園
北
の
歩
道
上
に
あ
る

「
金
の
郵
便
ポ
ス
ト
」
。
こ
れ
は
２
０

２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
金
メ
ダ

ル
を
獲
得
し
た
東
大
和
市
出
身
の
野
球

選
手
菊
池
涼
介
選
手
の
ゴ
ー
ル
ド
ポ
ス

ト
」
で
す
。

健
康
促
進
事
業

『
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
』
実
施
報
告

そ
の
後
、
東
大
和
リ
ビ
ン
グ
テ
ラ
ス

で
休
憩
を
は
さ
み
、
東
大
和
市
の
指

定
文
化
財
で
も
あ
る
歴
史
の
深
い
三

光
院
で
住
職
の
説
明
を
い
た
だ
き
ま

し
た
「 

花
ち
ょ
う
ず
」
の
美
し
い
花
を

見
て
、
心
が
安
ま
る
一
瞬
で
し
た
。

そ
の
後
、
コ
ー
ス
は
庚
申
神
社
、
清

水
神
社
を
経
由
し
て
目
的
の
国
登

録
有
形
文
化
財
の
旧
吉
岡
家
住
宅

に
到
着
。
法
隆
寺
金
堂
壁
画
の
模

写
で
知
ら
れ
る
日
本
画
家
吉
岡
堅

二
画
伯
が
晩
年
を
過
ご
し
た
静
寂

な
住
居
と
ア
ト
リ
エ
、
そ
し
て
有
名

な
フ
ラ
ン
ス
画
家
・
藤
田
嗣
冶
と
の

交
流
な
ど
、
興
味
津
々
に
「 

文
化

財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」の
方
々
の
丁
寧
な

説
明
を
受
け
て
自
由
解
散
と
し
ま

し
た
。

☆
参
加
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

Ａ
さ
ん
：
ガ
イ
ド
の
会
の
説
明
が
と
て

も
わ
か
り
や
す
く
、
東
大
和
の
歴
史

の
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

Ｂ
さ
ん
：
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
初
め
て
参

加
し
ま
し
た
。
職
場
の
違
う
人
と
楽

し
く
会
話
が
で
き
て
楽
し
か
っ
た
で

す
。参

加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
と
て
も

健
脚
で
し
た
が
、
普
段
訪
れ
る
こ
と

の
な
い
東
大
和
市
の
歴
史
、
文
化
に

触
れ
て
、
と
て
も
有
意
義
な
１
日
に

満
足
さ
れ
た
様
子
で
し
た
。

上・左から：きつねの嫁どり、紫陽花咲く緑道、金の郵便ポスト

左：吉岡家住宅前での記念撮影 右・中段：三光院、下段：庚申

神社
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「
新
し
い
扉
を
開
い
て
」

芋
窪
Ａ
班

栗
原

照
美

私
が
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
仕

事
を
知
っ
た
の
は
、
我
が
家
の
庭
の
植

木
の
剪
定
を
お
願
い
し
た
十
年
以
上
前

の
こ
と
で
す
。
四
人
の
会
員
の
方
が
、

責
任
を
持
っ
て
仕
事
に
取
り
組
む
真
摯

な
姿
に
、
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
テ
キ

パ
キ
と
庭
を
き
れ
い
に
す
る
そ
の
姿
、

本
当
に
カ
ッ
コ
よ
か
っ
た
で
す
。
私
も

あ
ん
な
ふ
う
に
、
年
を
重
ね
て
い
き
た

い
な
あ
と
心
か
ら
思
っ
た
の
を
記
憶
し

て
い
ま
す
。

以
前
か
ら
、
私
は
夫
と
小
さ
な
飲
食

店
を
営
ん
で
い
ま
し
た
。
忙
し
い
毎
日

で
し
た
が
順
調
で
、
ヤ
リ
ガ
イ
も
あ
り

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
一
昨
年
の
冬
、
突

然
夫
に
大
き
な
病
が
見
つ
か
り
、
入
院

し
て
抗
が
ん
剤
治
療
を
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
お
医
者
様
の
「
も
う
仕
事

は
無
理
で
し
ょ
う
」
の
一
言
に
従
い
、

三
十
三
年
間
続
け
て
き
た
お
店
を
畳
む

こ
と
を
、
決
心
し
ま
し
た
。
同
じ
頃
、

私
の
母
が
九
十
三
才
で
亡
く
な
り
ま
し

た
。
悪
い
事
は
重
な
る
も
の
で
す
ね
。

幸
い
治
療
は
順
調
に
進
み
、
今
現
在
は

元
気
だ
っ
た
頃
の
夫
に
近
づ
い
て
き
て

い
ま
す
。
私
も
気
持
ち
と
時
間
の
両
方

に
余
裕
が
で
き
、
ず
っ
と
家
に
い
る
よ

り
も
外
に
出
て
社
会
に
参
加
し
た
い
。

そ
の
気
持
ち
が
次
第
に
大
き
く
な
り
、

今
年
の
五
月
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
会
員
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
色
々
な
事
が
あ
り
ま

し
た
。
良
い
事
は
思
い
き
り
笑
い
、

悪
い
事
は
逆
ら
わ
ず
に
、
成
り
行
き

に
任
せ
る
。
神
さ
ま
は
乗
り
越
え
ら

れ
な
い
試
練
は
、
お
与
え
に
な
ら
な

い
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
生
き
て
き
ま
し

た
。
「
な
る
よ
う
に
な
る
」
ケ
セ
ラ

セ
ラ
で
す
。
そ
れ
と
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
シ

ン
キ
ン
グ
と
、
ス
マ
イ
ル
も
一
緒
に
。

私
た
ち
夫
婦
は
長
女
一
家
と
同
居

し
て
お
り
、
五
才
に
な
る
男
の
子
の

孫
の
成
長
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

「
孫
は
来
て
よ
し
、
帰
っ
て
よ
し
」

の
心
境
の
時
も
あ
っ
た
り
、
そ
の
一

方
で
生
き
る
と
い
う
強
い
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
元
気
を
私
た
ち
に
与
え
て
く
れ

る
。
だ
か
ら
、
夫
も
回
復
し
た
の
で

は
と
、
感
謝
、
感
謝
で
す
。
二
階
か

ら
は
バ
タ
バ
タ
、
ド
タ
ド
タ
で
す
が

「
ま
、
い
い
か
っ
」
と
私
。

シ
ル
バ
ー
で
の
仕
事
が
、
い
よ
い

よ
七
月
か
ら
本
格
的
に
始
ま
り
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
方
々
と
出
会
う
こ
と
で

し
ょ
う
。
謙
虚
さ
を
忘
れ
ず
に
、
私

も
真
摯
に
仕
事
に
取
り
組
め
た
ら
と

思
い
ま
す
。
ケ
ガ
を
せ
ず
に
安
全
に
。

「
趣
味
の
話

パ
ー
ト
２
」

 

新
堀
Ｂ
班

坂
井

康
次

釣
り
は
フ
ラ
イ
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
が

好
き
だ
。
海
釣
り
も
や
っ
た
が
船
頭

で
決
ま
る
釣
果
は
納
得
で
き
な
い
。

自
分
が
決
め
た
ポ
イ
ン
ト
と
毛
鉤
で

攻
め
る
方
が
釣
れ
な
く
て
も
諦
め
が

つ
く
。

フ
ラ
イ
を
始
め
た
頃
、
京
橋
に
あ

る
「
つ
る
や
釣
具
店
」
に
毎
週
の
よ

う
に
通
っ
た
。
ま
ず
形
か
ら
入
る
男

な
の
で
、
タ
ッ
ク
ル
は
オ
ー
ビ
ス
の

3
番
、
ハ
ー
デ
ィ
ー
の
バ
ン
ブ
ー
ロ

ッ
ド
に
も
手
を
出
し
た
。
つ
る
や
が

開
催
す
る
教
室
に
通
い
フ
ラ
イ
タ
イ

イ
ン
グ
も
始
め
た
。
バ
イ
ス
や
小
道

具
、
フ
ラ
イ
の
マ
テ
リ
ア
ル
も
高
価

で
メ
ッ
ツ
の
１
番
は
数
万
円
し
た
と

思
う
。

二
俣
尾
駅
近
く
の
多
摩
川
上
流
に

夕
方
か
ら
立
ち
込
み
、
暗
闇
の
中
で

粘
り
25
セ
ン
チ
の
ヤ
マ
メ
を
釣
っ
た
。

遠
征
し
た
苗
場
で
ド
ラ
イ
フ
ラ
イ
で

イ
ワ
ナ
の
入
れ
食
い
を
経
験
し
た
。

今
は
管
理
釣
場
で
の
ニ
ジ
マ
ス
釣
り

だ
が
楽
し
ん
で
い
る
。
オ
ー
デ
ィ
オ
、

ギ
タ
ー
、
カ
メ
ラ
、
毛
鉤
釣
り
は
今

も
楽
し
ん
で
お
り
、
そ
の
財
産
（
妻

は
ガ
ラ
ク
タ
と
呼
ぶ
）
は
部
屋
の
肥

や
し
に
な
っ
て
い
る
モ
ノ
も
あ
る
。

実
は
外
の
物
置
や
そ
こ
に
入
り
き
ら

な
い
モ
ノ
が
あ
る
。
多
い
時
に
は
５

台
持
っ
て
い
た
自
転
車
だ
。
五
十
代

半
ば
に
メ
タ
ボ
対
策
で
ク
ロ
ス
バ
イ

ク
で
多
摩
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

を
羽
村
の
堰
ま
で
往
復
し
た
り
、
多

摩
湖
の
周
遊
コ
ー
ス
を
走
っ
た
。
Ｍ

Ｔ
Ｂ
で
は
狭
山
湖
奥
の
六
道
山
や
八

国
山
を
走
っ
た
。

既
製
品
で
は
飽
き
足
ら
ず
コ
ン
ポ

を
上
位
機
種
に
変
更
し
た
り
、
ク
ロ

モ
リ
フ
レ
ー
ム
に
好
み
の
コ
ン
ポ
で

Ｍ
Ｔ
Ｂ
を
組
ん
だ
。
ロ
ー
ド
バ
イ
ク

で
は
、
多
摩
サ
イ
で
羽
田
空
港
手
前

の
鳥
居
ま
で
行
っ
た
が
、
熱
中
症
に

な
り
か
け
、
そ
れ
以
降
１
０
０
キ
ロ

は
走
ら
な
い
こ
と
に
し
て
い
る
。

登
山
は
富
士
山
登
頂
目
標
を
き
っ

か
け
に
始
め
た
。
高
尾
、
御
岳
の
近

場
や
雲
取
山
で
足
を
鍛
え
初
挑
戦
し
、

天
候
に
も
恵
ま
れ
登
頂
を
果
た
し
た
。

そ
の
後
、
八
ヶ
岳
の
オ
ー
レ
ン
小
屋

で
テ
ン
泊
し
て
登
っ
た
硫
黄
岳
か
ら

見
た
八
ヶ
岳
の
稜
線
に
感
動
し
、
上

高
地
か
ら
の
涸
沢
や
室
堂
の
雷
鳥
沢

野
営
場
に
も
通
っ
た
。
結
果
、
大
型

リ
ュ
ッ
ク
や
コ
ッ
ヘ
ル
、
寝
袋
、
登

山
用
テ
ン
ト
が
増
え
た
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
キ
ャ
ン
プ
動
画
を
見
て

テ
ン
マ
ク
の
サ
ー
カ
ス
や
モ
ニ
グ
ロ

な
ど
の
大
型
テ
ン
ト
も
買
っ
て
し
ま

っ
た
。
ヒ
ロ
シ
キ
ャ
ン
プ
を
真
似
て

ソ
ロ
用
テ
ン
ト
ま
で
買
っ
た
の
で
、

物
置
は
テ
ン
ト
だ
ら
け
に
な
っ
た
。

何
か
を
始
め
る
度
に
形
か
ら
入
る
男

な
の
で
モ
ノ
が
増
え
て
し
ま
っ
た
。

自
分
で
も
呆
れ
る
散
財
を
繰
り
返

し
た
が
、
今
後
は
楽
し
ま
せ
て
く
れ

た
モ
ノ
た
ち
と
の
決
別
だ
。
終
活
も

兼
ね
た
人
生
最
後
の
趣
味
は
断
捨
離

に
な
り
そ
う
だ
。

会
員
皆
さ
ん
の
趣
味
、
健
康
管
理
、
危
機

管
理
な
ど
を
気
軽
に
コ
ラ
ム
と
し
て
、
紹
介

す
る
広
場
を
設
け
て
い
ま
す
。

広 場

おしゃべり
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就業相談日（令和８年） 相談時間帯

8月18日(火) 10月20日(火) ①14：00 ②14：30 ③15：00
④15：30  各時間1名

9月15日(火) 11月17日(火)

就業相談を実施しています

●申し込み

電話またはセンター窓口
で、事前予約をしてくだ
さい。申し込み期限は、各月第２火曜日までです。電話042-565-0531

◆
熱
中
症
対
策
の
強
化

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
暑
い
季
節
も
会
員

の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
活
動
で
き
る
よ
う
、

熱
中
症
対
策
を
強
化
し
て
い
ま
す
。
事
務

局
の
受
付
に
は
、
い
つ
で
も
自
由
に
利
用

で
き
る
「
ウ
ォ
ー
タ
ー
ジ
ャ
グ
」
を
設
置
し
、

冷
た
い
お
茶
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
作
業

前
や
帰
所
時
な
ど
、
こ
ま
め
な
水
分
補
給

に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
「
熱
中
症
対
策
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
」

も
常
備
し
、
必
要
な
方
が
自
由
に
持
ち
帰

れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
発
汗
に
よ
り

失
わ
れ
る
塩
分
の
補
給
に
も
役
立
ち
ま
す

の
で
、
暑
さ
を
感
じ
た
際
は
遠
慮
な
く
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

さ
ら
に
、
会
員
が
体
調
不
良
を
訴
え
た

場
合
に
備
え
、
経
口
補
水
液
「

-

1
」
も

常
備
し
て
い
ま
す
。
万
が
一
の
際
に
は
、

職
員
が
速
や
か
に
対
応
い
た
し
ま
す
。

熱
中
症
は
、
十
分
な
予
防
で
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
ま
め
な
水
分
・
塩
分
補

給
、
適
度
な
休
憩
、
無
理
を
し
な
い
作
業

を
心
が
け
、
暑
い
夏
を
安
全
・
健
康
に
乗

り
切
り
ま
し
ょ
う
。

センターの今後の予定

月 日 曜 日 時 間 内 容

８

12 水 9：00 入会説明会

17 月 ― 配分金振込日

18 火 予約制 就業相談日（下の表を参照ください）

19 水 9：00 入会申込日

27 木 9：00 定例理事会

28 金 9：00 新入会員研修会

９

9 水 9：00 入会説明会

15 火 予約制 就業相談日（下の表を参照ください）

17 木 ― 配分金振込日

29 火 9：00 定例理事会

30 水 9：00 新入会員研修会

10

14 水 9：00 入会説明会

19 月 ― 配分金振込日

20 火 予約制 就業相談日（下の表を参照ください）

21 水 9：00 入会申込日

29 木 9：00 定例理事会

30 金 9：00 新入会員研修会

※今後の予定につきましては、状況により変更する
場合がございますので、予めご承知おきください。

令和８年7月1日現在

◆
会
員
作
品
展
作
品
募
集(

予
告
）

「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
紹
介
ブ
ー
ス

＆
会
員
作
品
展
」
を
10
月
に
開
催
い
た
し
ま

す
。会

員
の
皆
様
の
作
品
を
、
広
く
市
民
の
皆

様
に
ご
覧
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
セ
ン
タ
ー

事
業
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
い
た
し
ま
す
。

【
場
所
】
東
大
和
市
役
所
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
裏

【
期
間
】
10
月
13
日(

火
）
か
ら

10
月
16
日(

金
）
ま
で

OS
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